　「Lady Benoch's Words and Philosophy」訳本
　「Benoch卿の言葉と哲学」

　著者：不明

　Allena Benoch――Valenwood戦士ギルドの先代の首長、かつ、帝都の皇帝近衛兵の頭目――は、Tamrielの兵士たちに改めて剣術を習熟させるという活動を率いてきた。この本を書くため、３度、異なった機会に於いて私は彼女と面談した。その最初の時点は、宮殿に於ける彼女のスイート・ルーム――バルコニーから、眼下に庭園が見渡せる――に於いて、であった。

　私は早めにインタヴューを申し込んでおいた――その準備に約６ヵ月を要した――が、「もっと早めでないと。」と彼女は穏やかに私をたしなめたものだった。
　「いま、私が指揮して幾つか要塞を建てているところなの。」明るい緑の瞳で微笑しながら、彼女は言った。
　Benoch卿はBosmerつまりWood Elfであり、彼女の先祖のように、幼い頃に弓に没頭するようになった。彼女は運動能力に秀でており、１４歳までには、Jaqspur――長距離の射手――として部族の狩猟隊に加わっていた。３９６年という悲運の年――Summurset Isleの助力を受けて、Parikh部族がValenwood南東の彼方此方で猛威を振るい始めた――、その年の間、Benoch卿は自身の部族の土地を守るため勝ち目の無い戦を戦った。
　「初めて人を殺したのは、１６の時だったわ。」さて、彼女は語ってみせる。「そのことは、よく覚えてないの――その彼だか彼女だかは、私が弓で狙いを付けたところに在った、水平線の上のシミに過ぎなかったんだから。私にとっては、動物を撃つのと変わらないことだった。あの夏と秋の間中、そんな風にして、たぶん１００人を殺したわ。自分が人殺しだなんて、そんな風には、ぜんぜん感じなかったの。自分が血を流させた相手の瞳を覗き込むことが、それが、どういうことかっていうことを、その冬に知るようになるまでは。
私が野営地で見張りをしていた時、Parikh部族の斥候に驚かされることが在ったの。思うに、どっちも驚いていたんでしょうね。その彼は私から半ヤード〔約４５センチ・メートル〕離れたところに居て、私は傍の弓を手に取って、ひどいパニックになりながら、その弦を張ろうとしていた。私に出来ることは、それだけだったから。もちろん、彼の方が先に剣で切り掛かってきて、それで、その衝撃を受けて私は後ろに倒れたという訳。
　自分が初めて倒した相手の間違いというものは、いつでも覚えているものよね。その彼の間違いは、私が血を流して倒れたものだから、それで死んでしまったと思い込んだこと。私に背を見せて眠りに沈んだ仲間の野営地の方に彼が体を向けた、その瞬間、私は彼に向かって突進していった。彼は油断していて、私に組み付かれて剣をもぎ取られた。
　何度、彼を突き刺したか、分からないね。次の見張りが交替のために訪れて、そこで止めるまでに、私の両腕は張り詰め青黒くなっていたし、彼のひとカケラも残されていなかった。文字どおり、彼を細切れにしてしまったの。実を言えば、どうやって戦ったら良いのか、どれだけ１人の人間を殺すのに時間が掛かるのか、そういうことは、ぜんぜん見当も付かなかったの。」
　修錬に於ける、この至らない点に気づいて、すぐにBenoch卿は剣術を学び始めた。

　「Valenwoodでは、剣の扱い方は学べないものよ。」彼女は言う。「それは、Bosmerが剣を扱えないということではなく、たいてい私達は独学するということ。私達の部族は傷つき家を失い北の方へ追われることになったけど、ひとつ良い事が在った。つまり、私はRedguardたちに会う機会を得たのよ。」
　Warday A'korによる指導の下、あらゆる類の武具の取り扱いを学んで、Benoch卿は大いに成長を遂げていった。彼女はフリーランスの冒険者となって、Hammerfell南方やValenwood北方の荒野の中を旅したり、隊商を護衛したり、その地域の住民が抱えている様々な危険の故に〔問題を解決してもらうため〕顔役たちを訪ねたりしていた。
　不運にも、彼女の若年時代について更なる話を追う前に、Benoch卿は皇帝から緊急招集を受けて席を外してしまった。そのようなことは近衛兵にとって珍しいケースではなく、このような情勢不安の時代に在って、恐らく、それは過去に於けるよりも頻繁であるだろう。ふたたび彼女と面談するべくコンタクトを取ってみると、彼女の召使によって、その女主人はSkyrimに居ると教えられた。もう１月が過ぎてから彼女のスイート・ルームを訪れると、彼女はHigh Rockに居ると告げられた。
　Benoch卿の名義に於いて、実際のところ、その年のSun's Dusk月に２回目のインタヴューを私に求めてきた。〈血と雄鶏〉亭という帝都の酒場に居ると、私の肩に彼女の手が感じられた。粗野なテーブルに着くと、あたかも決して中断されていなかったかのように、彼女は話を続けた。
　冒険者としての日々に於けるテーマに話を戻して、自分が本当に剣に自信を感じた、その最初の時点について彼女は語ってくれた。
　「当時、私は大刀を、Daedra金属で作ってエンチャントしてある業物を持っていたの。それはAkavirのオリジナルではなかったし、その複製でさえなかった。そんなお金は持っていなかった。でも、私の持てる内でも小さな力しか振るわずに出来るだけのダメージを与えるっていう、私の何よりの目的に役立ってくれたものよ。A'korは身を守る術を教えてくれたけど、生きるか死ぬかっていう状況になると、いつも月並な“振り下ろし打撃”でもって、後ろに倒れ込んでしまっていた。
　Mediteaの地元の族長からOrcの集団によって金が幾らか盗まれて、その地域の辺境の至るところに点在する迷宮の１つに、連中を捜して私は足を運ぶことになった。お決まりの鼠や大クモが居て、その時までには私は充分にベテランだったから、比較的、簡単に連中を葬っていった。問題が訪れたのは、自分が真っ暗な部屋の中に立っていることに気づかされた時だった。Orcが皆で私を取り囲んでいて、連中のブウブウ言う声が間近に聞こえたものよ。
　剣を振り回しても手応えは無くて、もっと私の方に近づいてこようとする足音が聞こえてきた。どうにか何とかして恐怖を抑えこむと、師匠のA'korに教えてもらった簡単なテクニックを思い出した。私は耳を澄ました――横へステップ、ぐるりと曲がる、身を捩る、前へステップ、円を描く、方向転換、横へステップ、ぐるりと曲がる〔というOrcたちの物音が聞こえた〕。
　私の本能は正しかった。Orcたちは、私を円の形で囲もうと集まってきていた。そして、明かりを見つけた時には、連中、みんな死んでいるのが分かったよ。
　それこそ、剣術の修行というものに重要性を認めた時だね。実のところ、その実践上の成果に気づくためには、危うく命を落としそうな目に遭わなきゃならないほど、私は馬鹿だという訳。」
　インタヴューの残った時間、Benoch卿は、彼女と彼女の経歴を取り巻く様々な神話の真実について、絵に描いたような素っ気なさでもって答えていった。背信者Jagar Tharnという帝国戦闘魔術師の手下であった先代の首長を決闘で打ち倒し、彼女がValenwood戦士ギルドの首長になったことは真実であった。その２年後のValenwoodの当該ギルドの崩壊に関して、彼女が責任の一翼を担ったことは真実でなかった（「実際には、そのValenwood支部の一員としての地位は確固たるものであったけど、Tamrielの全土に於いて、フリーランスの戦士たちが集まった、どの勢力にも属さないような組織の存続を良しとするような風潮が無かったの。」）。彼女が初めて皇帝の注意を惹いたのは、Sentinel女王AkorithiをBretonの暗殺者から守った時であることは真実であった。その暗殺者がDaggerfallの高等法院の何者かによって雇われた者であることは真実でなかった（「少なくとも、」彼女は苦笑まじりに言う。「それは決して確証されなかったことね。」）。１１年間、先代の召使が彼女に仕えてきた後、そのUrkenが彼女と結婚していたこともまた真実であった（「私の武具を彼みたいに研いでおく方法なんて、誰も知らないのよ。」彼女は言う。「それは、一種のプラクティカルな取引なの。彼の給料を上げるか、あるいは、彼と結婚するか、その何れかを選ばなくちゃならなかったという訳。」）。
　私が尋ねた内でも、唯一、肯定も否定もしなかった話は、皇帝の私生児であるCalaxesに関するものであった。その名を私が挙げると、彼女は肩を竦めて、その事柄について全く何も知らないと告白した。その話の詳細を私は続けた。Calaxesは、継承するべき血統に位置しないにも関わらず、〈唯一者〉〔の神殿〕の大司教の職階――帝都に於ける、そして、その宗教が崇拝されるTamrielの正しく全土に於ける強大なる地位――を与えられた。間も無く、「神々はTamrielの世俗政治とりわけ皇帝に対して怒っている、とCalaxesは信じているのだ。」ということが囁かれるようになった。そして、「帝国に神権政治を布くため、Calaxesは全面的反乱を説いているのだ。」ということまでも言われるようになった。
　これは確かに正しいことです、と私は続けた。皇帝とCalaxesの仲は極めて険悪となって、〈教会〉の権威を抑制するような法案が通過した――すなわち、親友たちに何も知らせず、Calaxesが唐突に姿を消す瞬間まで。多数の者によれば、Benoch卿と帝国衛兵が教会の聖具保管室に於いて大司教Calaxesを暗殺したものである、ということである――その日付は、たいてい、第３時代４９８年Sun's Dusk月２９日として与えられる。
　「もちろん、」ニヤリと謎めいた笑みを１つ浮かべてBenochは答える。「帝国衛兵の立場というのが、玉座の守護者であり暗殺者でないということ、それを貴方に教える必要は無いわよね。」
　「しかし、確かに、そのような微妙な任務に当たって、その衛兵ほど信頼を置ける者は居ません。」私は慎重に言う。
　それをBenoch卿は認めたけれど、しかし、「その私の任務の詳細は、帝国の安全に関わる事柄として伏せておかねばならない。」と述べるのみであった。不運にも、皇帝が南方に用むきであるため、卿は翌朝はやくに去らねばならなかった――もちろん、それ以上のことは教えられなかった。帰還してから、このインタヴューが続けられるように、私に知らせを寄こすと彼女は約束してくれた。
　結局のところ、私自身、Psijic修道会に関する書物をSummurset Isleで編集するという仕事が在った。そのため、３ヶ月後にFirstholdで卿と会って私は驚いた。私達は何とかして各々の仕事から脱け出し、Diceto河――その街の王立公園を横切って流れる大河――に沿って歩きながら、３回目にして最後になるインタヴューを完成させた。
　最近の任務と課題に関する質問を避けて――きっと彼女は答えたがらないだろうと思われた――、私は剣術という主題に戻ることにした。
　「Frandar Hundingは、」彼女は言う。「剣術のマスターに欠くべからざる、３８種の握り方と、７５０種の攻撃の姿勢と、１８００種の防御の姿勢と、約９０００種の動き方をリスト・アップしている。普通の“打ち、斬る”剣士は１種類の握り方を知っていて、それは、何より、彼が剣を取り落とさないように使われるもの。彼は１種類の攻撃の姿勢を知っている――目標に相対すること。彼は１種類の防御の姿勢を知っている――逃げ去ること。戦闘に於ける多種多様なリズムと変動の内でも、彼は僅かに１種類しか知っていないのよ。
戦士という手法は、決して、最も易しい進路というものを意味しなかったわ。愚かしい戦士という固定観念は、才智ある魔術師や如才ない盗賊という固定観念と同じ位に強固に根付いているけど、でも、それは必ずしも正しくなかったの。過去の人々として、“哲人剣士”や“剣を振るう芸術家”という人物たち、それから、自身の胆力のみによって剣を創り操り得ると言われた、Redguardの〈剣の歌い手〉も存在したんだから。そういう栄光ある過去に比べて、知性あふれる剣の使い手の未来は前途多難のようね。」

　辛辣な一文でインタヴューを終えたくなかったので、ちょうど経歴を出発したところの少年剣士たちに向けて、Allena Benoch卿にアドヴァイスを求めてみた。
　「魔術師に立ち向かう時には、」Kanthleafの花びらをDiceto河に投げ入れながら、彼女は言う。「距離を詰めて、ぶっ飛ばしてやりなさい。」
